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ま
た
、
こ
の
た
び
、
幌
別
東
小
学
校
が
、

『
北
海
道
教
育
実
践
表
彰
』
を
受
賞
し
た

こ
と
は
、
当
市
の
教
育
活
動
が
、
内
外
に

高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
と
受
け
止
め
て
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
研
究
指
定
や
研
修
事
業
へ

の
参
加
を
一
層
促
す
と
と
も
に
、
登
別
市

教
育
研
究
会
と
の
連
携
を
図
り
、
各
学
校

の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

◎
学
力
の
向
上

　

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
や
技
能
の
定

着
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
ら
を
活
用
す
る
能

力
な
ど
の
育
成
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
北
海
道
教
育
委
員

会
が
作
成
し
た
『
学
校
改
善
支
援
プ
ラ

ン
』
や
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
た
独
自
調
査

の
分
析
結
果
な
ど
を
活
用
し
、
児
童
生
徒

一
人
一
人
の
個
性
や
能
力
を
伸
ば
す
、
指

導
方
法
の
工
夫
改
善
の
取
り
組
み
を
促
し

ま
す
。

◎
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
教
育

　

登
別
の
自
然
や
環
境
を
生
か
し
た
豊
か

な
体
験
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
他
人
を
思

い
や
る
心
や
自
律
心
、
規
範
意
識
の
醸
成

を
図
る
な
ど
、
道
徳
教
育
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、
『
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
』

の
開
催
を
機
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
教
育

の
取
り
組
み
を
進
め
、
環
境
問
題
へ
の
関

心
を
高
め
る
な
ど
、
人
や
自
然
を
大
切
に

す
る
心
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

◎
不
登
校
や
い
じ
め
、
問
題
行
動
な
ど

　

へ
の
対
応

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関
の
一

層
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き

『
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
』
や
『
心
の

教
室
相
談
員
』
、
『
教
育
指
導
専
門
員
』

を
配
置
し
、
教
育
相
談
や
生
徒
指
導
の
充

実
を
図
る
な
ど
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
た

き
め
細
か
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

◎
情
報
教
育

　

子
ど
も
た
ち
が
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
被
害
に
巻
き
込
ま
れ
る
事

件
が
多
発
し
て
い
ま
す
の
で
、
登
別
市
情

報
教
育
推
進
協
議
会
と
連
携
し
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
の
指
導
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

◎
健
康
や
体
力
づ
く
り

　

規
則
正
し
い
生
活
習
慣
を
は
ぐ
く
む

『
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
運
動
』
の

啓
発
活
動
や
、
望
ま
し
い
食
習
慣
の
形
成

を
図
る
『
食
育
』
の
充
実
に
努
め
る
と
と

も
に
、
歯
や
口
の
健
康
づ
く
り
、
薬
物
乱

用
防
止
教
育
や
性
教
育
な
ど
の
教
育
活
動

を
促
進
し
ま
す
。

◎
特
別
支
援
教
育

　

一
人
一
人
の
教
育
的
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
適
切
な
指
導
や
支
援
が
進
め
ら
れ
る
よ

う
、
学
校
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
介
助
員
や
学
習
支
援
補
助
員
を
効

果
的
に
配
置
し
、
一
層
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

◎
学
校
図
書
館

　

学
校
図
書
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
や
図
書

の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
立
図
書

館
と
の
連
携
や
学
校
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
拡
充
を
図
り
、
児
童
生
徒
の
読
書
活

動
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

◎
学
校
給
食

　

平
成　

年
度
の
給
食
費
改
定
以
来
、
こ

13

れ
ま
で
据
え
置
き
、
安
全
で
栄
養
基
準
を

満
た
し
た
給
食
の
提
供
に
努
め
て
き
ま
し

た
が
、
最
近
の
急
激
な
原
油
価
格
の
高
騰

な
ど
か
ら
、
賄
い
材
料
の
価
格
上
昇
が
続

い
て
い
ま
す
の
で
、
本
年
度
、
給
食
費
を

改
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
活
動
や
地
域

活
動
に
つ
い
て
は
、
自
己
実
現
は
も
と
よ

り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
醸
成
し
、

地
域
の
基
盤
強
化
や
連
帯
感
、
教
育
力
の

向
上
な
ど
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま

す
の
で
、
『
社
会
教
育
中
期
計
画
』
に
基

づ
き
実
施
す
る
、
各
種
事
業
の
一
層
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

◎
家
庭
教
育

　

家
庭
教
育
は
、
子
ど
も
に
対
す
る
愛
情

の
上
に
、
そ
の
責
任
を
自
覚
し
、
基
本
的

な
生
活
習
慣
や
自
立
心
、
心
身
の
調
和
の

と
れ
た
発
達
を
は
ぐ
く
む
も
の
で
あ
り
、

教
育
の
原
点
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
家
庭
教
育
学
級
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

関
係
機
関
と
連
携
し
た
保
護
者
対
象
の
学

習
会
な
ど
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

『
家
庭
教
育
手
帳
』
や
、
『
家
庭
教
育
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
』
な
ど
、
各
種
の
啓
発
資
料

を
活
用
し
、
家
庭
に
お
け
る
教
育
力
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

◎
青
少
年
の
健
全
育
成

　

登
別
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
や

子
ど
も
地
域
交
流
プ
ラ
ザ
な
ど
と
連
携
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
自
然
体
験
活
動
な

ど
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
規
範
意
識
や

他
人
を
思
い
や
る
心
な
ど
豊
か
な
人
間
性

を
は
ぐ
く
み
ま
す
。

 
◎
児
童
生
徒
の

　

安
全
・
安
心
な
環
境
づ
く
り

　

『
子
ど
も　

番
ス
タ
デ
ィ
ち
ゃ
ん
の
家
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の
増
設
や
、
登
別
市
青
少
年
補
導
セ
ン
タ

ー
に
よ
る
巡
回
指
導
に
努
め
る
と
と
も
に
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
団
体
と
連
携

し
、
通
学
路
に
お
け
る
危
険
個
所
の
点
検

や
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

▲幌別中学校区子ども地域交流プラザ運営
　委員会主催の『田植え』

市民と行政による協働のまちづくり
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